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【岩下エンジニアリング殿　Fics-PDS/3(IEI010) カスタマイズ仕様 作業報告】
 1999-09-30   【不具合1999-09-17】対応。

 1999-09-17   【不具合1999-09-14】対応。

【不具合1999-09-17】（99-09-17 打ち合わせ及び、99-09-28ＦＡＸより）

１．オプレーションランプの不具合。

修正しました。

２．原点復帰未了の状態でのＪＯＧ動作では、原点センサーをオーバーランセンサとして使用する。

修正しました。

３．ＣＡＬＬ命令の飛び先でエラー発生した場合の不具合。

電源ＯＦＦ->ＯＮ後、常に親プログラム（メイン）がカレントとなるよう修正しました。

４．Ｆ１：ＡＸＩＳキーの操作による画面の乱れ。

修正しました。

５．ブレーキのタイミング。

改良しました。

【不具合1999-09-14】（99-09-14 ＦＡＸより）

１、２．<MODE>キーによるマニュアル／オート切り替えの不具合。

修正しました。

３．ＥＰＲＯＭのメニュー表示

旧システムではEEPROMにセーブできるステップ数に制限がありましたが、本システムでは制限がありません（2000ステップ可能）。削除しても良いかの再確認をお願い致します。

４．ＪＯＧ動作時の<FAST>キーを有効にする。

修正しました。

５．自動初期画面での表示。

修正しましたが、変更がある場合には４×２０の画面イメージでの仕様をお願い致します。

６．出力信号が出ない。

正常に動作していますので、結線の確認をお願い致します。

また、ブレーキ信号の対応も済んでいますので上記確認後の評価をお願い致します。

７．０．０１ｍｍ単位での入力。

弊社コントローラはプログラムされた座標データをパルスとして保持する方式をとっております。ご指摘のパラメータ設定では精度的に無理がありますので分割数を変更する等で対応して頂くよりありません。

《現パタメータ》

     リード ４４．９ｍｍ  エンコーダ ２００パルス  分割数 １６

     ０．０１ｍｍをパルス変換した場合

          ０．０１×２００×１６／４４．９   １パルスとなります。（四捨五入）

     ０．０２ｍｍをパルス変換した場合

          ０．０２×２００×１６／４４．９   １パルスとなります。（四捨五入）

８．ＪＯＧ動作時のリミット対応。

オーバーランセンサを取り付けることで対応願います。

☆コントローラのＲＯＭ（フラッシュ）の入れ替え方法

ＲＯＭ入れ替えのためのローディングツールとしてDXLoader.exeをお送りしますので、以下の手順で作業をお願い致します。

①パソコンとFics-PDS/3をＲＳ２３２Ｃで接続。

   パソコンはMS-DOSプロンプト

   ＲＳ２３２ＣはDynaFics使用時の接続と一緒です。（Fics-PDS/3のＣＮ２）

②パソコンより以下コマンドを実行。

   >DXLoader  /R          IEI010      （Fics-PDS/3のRS232Cパラメータが 9600N81の時）

   >DXLoader  /R19200N81  IEI010      （Fics-PDS/3のRS232Cパラメータが19200N81の時）

        ＊この時Fics-PDS/3は自動初期画面となっていなければなりません

          RS232Cパラメータ、Fics-PDS/3のRS232Cパラメータに依存します




IEI010作業 (1)

